
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
）
が
あ
い
さ
つ
。
荻
田
部
会

長
は
、「
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
食
料
品
な
ど
が
値
上
が
り

し
、
我
々
国
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
厚
生

年
金
保
険
や
健
康
保
険
額
を

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る

に
は
７
月
に
行
わ
れ
る
参
議

院
選
挙
で
自
公
政
権
を
過
半

数
以
下
に
追
い
込
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
私
た
ち
労
働
組

合
は
今
年
の
春
闘
で
物
価
高

騰
を
上
回
る
賃
上
げ
を
求
め

る
運
動
が
必
要
で
す
が
、
経
済

闘
争
と
政
治
闘
争
を
結
合
さ

せ
て
た
た
か
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
年
の
春
闘
を

旺
盛
に
た
た
か
お
う
」
と
呼
び

し
た
。
そ
し
て
、
各
民
間
単
組

か
ら
今
年
の
春
闘
で
ど
の
よ

う
な
要
求
を
掲
げ
て
た
た
か

う
の
か
報
告
。
建
交
労
か
ら

は
、
大
阪
合
同
支
部
・
岡
本
副

委
員
長
が
新
し
い
職
場
の
権

利
侵
害
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
民
間
部
会

春
闘
学
習
交
流
会
は
、
労
基
法

の
解
体
が
判
る
詳
し
い
レ
ジ

ュ
メ
と
各
単
組
の
統
一
要
求

基
準
書
が
資
料
と
し
て
出
さ

れ
て
い
た
の
で
、
非
常
に
勉
強

に
な
る
学
習
会
で
し
た
。
全
体

の
参
加
者
は
２３
名
、
建
交
労

か
ら
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
阪

労
働
安
全
セ
ン
タ
ー
・
丹
野
事

務
局
長
を
講
師
に
お
招
き
し

て
「
政
府
・
財
界
に
よ
る
労
基

法
の
解
体
を
許
さ
ず
、
働
く
も

の
の
い
の
ち
・
健
康
を
守
ろ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
時
間

学
習
し
ま
し
た
。
学
習
し
た
感

想
は
、「
労
基
法
は
、
こ
の
条

件
を
下
回
る
労
働
条
件
を
定

め
て
は
な
ら
な
い
。
と
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
使

で
合
意
す
れ
ば
違
法
に
な
ら

な
い
と
い
う
内
容
で
非
常
に

危
険
な
も
の
」
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
生
協
労

連
・
平
田
さ
ん
が
「
生
協
労
連

の
正
社
員
は
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ

ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
る
の

で
、
３６
協
定
の
労
働
者
代
表

と
し
て
問
題
な
い
が
、
パ
ー
ト

従
業
員
は
組
合
員
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
ど
う
な

る
の
か
？
」
と
質
問
。
こ
の
質

問
に
対
し
、
丹
野
事
務
局
長
は

「
労
基
研
で
協
議
さ
れ
て
い

る
内
容
か
ら
す
る
と
全
従
業

員
が
対
象
に
な
る
の
で
、
パ
ー

ト
を
含
む
全
従
業
員
で
過
半

数
以
上
を
組
織
し
て
い
な
い

と
労
働
者
代
表
に
な
れ
な
い
。

パ
ー
ト
従
業
員
も
組
織
す
る

必
要
が
あ
る
。」
と
回
答
。
ま

さ
に
、
労
働
組
合
の
弱
体
化
が

目
的
な
の
か
と
思
う
内
容
で

 

大
阪
労
連
民
間
部
会
は
、

２
月
１１
日
（
火
・
祝
）
１４
時

か
ら
国
労
大
阪
会
館
大
会
議

室
で
春
闘
学
習
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
、

久
保
田
副
部
会
長
（
全
港
湾

阪
神
支
部
書
記
長
）
で
始
ま

り
ま
し
た
。
冒
頭
に
主
催
者

を
代
表
し
て
荻
田
部
会
長

（
建
交
労
大
阪
府
本
部
書
記
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大
阪
府
本
部
は
組
織
強
化

を
は
か
る
た
め
、
次
世
代
活
動

家
育
成
学
習
会
を
２
月
１６
日

（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
国
労

大
阪
会
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会
の
目

的
は
、
組
織
の
世
代
交
代
を
継

承
す
る
た
め
に
資
本
主
義
社

会
の
し
く
み
を
理
解
し
、
資
本

者
階
級
が
ど
の
よ
う
な
目
的

を
も
っ
て
経
営
を
し
て
い
る

の
か
を
学
習
す
る
た
め
に
行

っ
た
も
の
で
す
。
学
習
会
は
、

荻
田
書
記
長
の
司
会
進
行
で
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自
認
し
、
行
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
非
組
合
員

を
組
合
に
参
加
さ
せ
る
こ
と

を
怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

労
働
組
合
は
、
努
力
が
狭
い

利
己
的
な
も
の
で
は
け
っ
し

て
な
く
、
踏
み
に
じ
ら
れ
た

幾
百
万
の
大
衆
の
解
放
を
目

的
と
す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
を
、
一
般
の
世
人
に
納
得

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
解
説
。 

 

感
想
と
し
て
は
、
資
本
家

階
級
と
労
働
者
階
級
で
は
目

的
が
違
い
、
相
対
す
る
関
係

に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
労
働

組
合
は
壮
大
な
目
標
を
達
成

さ
せ
る
使
命
が
あ
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
は
全

体
で
２９
名
。 

 

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。『
全

労
連
結
成
１
９
８
９
年
』
非
正

規
の
組
織
化
、
賃
金
底
上
げ
、

公
契
約
運
動
、
年
金
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
、
反
核
運
動
、
憲

法
闘
争
」
な
ど
。 

「
労
働
組
合
の
未
来
」
で
は
、

「
労
働
者
階
級
の
完
全
な
解

放
と
い
う
広
大
な
事
業
の
た

め
に
、
労
働
者
階
級
の
組
織
化

の
中
心
と
し
て
、
意
識
的
に
行

動
す
る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
向
を
め

ざ
す
あ
ら
ゆ
る
社
会
運
動
と

政
治
運
動
を
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
み
ず
か
ら
全
労

働
者
階
級
の
闘
志
、
代
表
者
を

説
明
。
封
建
主
義
社
会
、
つ

ま
り
農
作
業
を
し
て
い
た
時

代
は
、
野
菜
や
米
な
ど
を
作

っ
て
い
た
と
き
は
働
い
て
え

た
作
物
は
、
す
べ
て
自
分
の

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
殿

様
に
年
貢
と
い
う
形
で
取
ら

れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
封
建

主
義
社
会
で
は
労
働
は
す
べ

て
自
分
の
も
の
に
な
る
が
、

資
本
主
義
社
会
で
は
労
働
は

す
べ
て
自
分
の
も
の
に
な
ら

な
い
。
と
詳
し
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
労
働
組
合
の
現
在
」
で

は
、「
労
働
組
合
は
、
資
本
に

た
い
す
る
局
地
的
な
当
面
の

闘
争
に
あ
ま
り
に
も
没
頭
し

き
っ
て
い
て
、
賃
金
奴
隷
制

そ
の
も
の
に
反
対
し
て
行
動

す
る
自
分
の
力
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
い
。
労
働
組
合

は
、
一
般
的
な
社
会
運
動
や

政
治
運
動
か
ら
あ
ま
り
に
も

遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
だ
が
、

最
近
に
な
っ
て
、
労
働
組
合

は
、
自
分
の
偉
大
な
歴
史
的

使
命
に
い
く
ら
か
目
覚
め
つ

始
ま
り
、
関
西
勤
労
協
・
槇

野
理
啓
（
み
ち
ひ
ろ
）
副
会

長
を
お
招
き
し
て
「
労
働
組

合
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
約
１
時
間
１０

分
学
習
し
ま
し
た
。 

「
労
働
組
合
の
過
去
」
で

は
、「
資
本
主
義
社
会
は
、

商
品
が
支
配
す
る
社
会
。
そ

し
て
、
労
働
力
さ
え
も
商
品

と
し
て
売
買
さ
れ
る
。
利
潤

追
求
を
唯
一
の
目
的
と
し

て
生
産
さ
れ
る
。
労
働
す
る

た
め
に
は
、
働
く
人
間
（
労

働
力
）
と
土
地
や
道
具
、
機

械
な
ど
人
間
以
外
の
要
素

（
生
産
手
段
）
が
結
び
つ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本

主
義
は
、
働
く
人
々
を
生
産

手
段
か
ら
切
り
離
し
た
。
生

産
手
段
を
も
た
な
い
労
働

者
は
、
雇
わ
れ
て
働
か
な
け

れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
労

働
の
成
果
は
働
い
た
人
の

も
の
で
は
な
く
な
る
。」
と



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
佐
藤
執
行
委
員
が
任
命
さ

れ
、
議
長
に
は
、
関
西
支
部
・

東
徹
司
委
員
と
神
田
支
部
・

松
下
健
一
委
員
が
選
出
さ
れ

議
事
を
進
行
。 

 

冒
頭
に
執
行
部
を
代
表
し

て
前
村
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
前
村
委
員
長
は
、「
今
年

に
入
っ
て
か
ら
も
物
価
高
騰

 

大
阪
府
本
部
第
２９
回
委
員

会
は
、
２
月
１６
日
（
日
）
国

労
大
阪
会
館
１
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
大

阪
府
本
部
委
員
会
の
開
会
あ

い
さ
つ
は
、
本
多
副
委
員
長
。

大
会
書
記
長
に
は
、
藤
川
執

行
委
員
、
議
事
運
営
委
員
は

北
山
執
行
委
員
、
資
格
審
査

が
収
ま
ら
な
い
。
２５
春
闘
で
は
物
価

高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
が
必
要
。
大

幅
な
賃
上
げ
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
奮

闘
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

府
本
部
委
員
会
の
議
案
提
案
は
荻
田

書
記
長
か
ら
１
号
議
案
：
春
闘
方
針

案
、
経
過
報
告
、
大
阪
府
本
部
春
闘

統
一
基
準
の
提
案
。 

２
５
春
闘
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
全

職
場
の
賃
金
闘
争
で
大
幅
賃
上
げ
を

実
現
し
よ
う
！
」「
万
博
開
催
中
止
・

カ
ジ
ノ
建
設
阻
止
・
労
働
法
制
改
悪

反
対
」
を
掲
げ
て
た
た
か
う
方
針
に
し
、
経
過
報

告
を
総
括
し
た
う
え
で
、
政
治
闘
争
と
課
題
が
残

っ
た
と
こ
ろ
を
重
点
に
し
た
方
針
案
を
提
案
。 

討
論
で
は
４
名
の
委
員
か
ら
発
言
。
最
初
に
関

西
支
部
・
紀
平
委
員
が
発
言
。
紀
平
委
員
は
、「
生

コ
ン
２
５
春
闘
の
要
求
提
出
は
３
月
５
日
、
６
％

以
上
の
賃
上
げ
と
日
々
雇
用
労
働
者
の
日
額
２
，

０
０
０
円
以
上
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
た
た
か

う
。
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
に
は
関
西
支
部
か
ら
１０
名

参
加
す
る
予
定
。」
と
報
告
。
大
阪
合
同
支
部
・
河

村
委
員
か
ら
は
権
利
侵
害
に
つ
い
て
。
河
村
委
員

は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ラ
ボ
で
女
性
社
員
２
名
が
解
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１
号
議
案
・
春
闘
方
針
案
、
経
過
報
告
、

大
阪
府
本
部
春
闘
統
一
要
求
基
準
は

２４
人
全
員
の
賛
成
で
可
決
成
立
。
２

号
議
案
・
中
間
会
計
報
告
、
３
号
議

案
・
第
２７
回
大
会
代
議
員
選
出
基
準

は
多
数
の
拍
手
で
確
認
。
そ
し
て
、
春

闘
宣
言
案
も
多
数
の
拍
手
で
確
認
さ

れ
、
す
べ
て
の
提
案
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
閉
会
挨
拶
は
橋
本
副
委
員
長
。
最

後
に
前
村
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
委
員
会
を
終
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
全
体
で
３６
名
、
役
員
１２
名
、
委

員
２４
名
。
委
任
３
名
、
特
別
執
行
委

員
１
名
が
欠
席
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 

雇
さ
れ
た
件
は
、
大
阪
府
労
働
委
員
会

で
和
解
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ラ
ボ
の
社
長
は
、
団
体
交
渉

で
も
不
誠
実
な
交
渉
し
か
行
わ
ず
、
不

当
労
働
行
為
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

組
合
員
が
い
る
会
社
か
ら
非
組
合
員
全

員
を
グ
ル
ー
プ
会
社
に
移
籍
さ
せ
、
私

（
河
村
さ
ん
）
ひ
と
り
を
会
社
に
残
し
、

退
職
勧
奨
や
恫
喝
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、
大
阪
府
労
働
委
員
会
で
た

た
か
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
日
の
資

料
の
中
に
入
っ
て
い
る
署
名
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
関
西
支
部
・
松
田
委
員
か

ら
は
、「
２
月
１２
日
に
守
口
市
に
最
低

賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支
援
対

策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
要
請
行
動
に
参
加
し
た
こ

と
。
各
会
派
は
組
合
か
ら
の
要
請
に
対

し
、
い
ろ
い
ろ
や
り
と
り
が
あ
り
ま
し

た
が
、
理
解
を
貰
え
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。」
と
報
告
。 

最
後
に
関
西
支
部
・
高
橋
委
員
か
ら

「
労
協
事
業
の
仕
事
が
減
っ
て
い
る

現
状
。」
と
打
開
す
る
た
め
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。
休
憩
後
に
荻
田
書
記
長

の
討
論
の
ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
に
議
案
採
決
が
行
わ
れ
、
第
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